
（別紙３）

～ 令和7年12月11日

（対象者数） 41人 （回答者数） 36人

～ 令和7年11月28日

（対象者数） 18人 （回答者数） １６人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・他クラスとの交流の機会を増やす。
・園外活動の機会を増やし、様々な経験を促したい。

2

・保護者支援に必要なスキルや知識を身に付けるため、研修
などに参加する。
・保護者同士の交流（他クラス・仕事をしている人等含め）
の機会を増やす。
・直接支援場面の参観や参加等を行い、相談援助等の支援を
行っていく。

3

・療育後のカンファレンスを行い、次回の活動に繋げる。
・各検査等を必要に応じて行い、評価をクラス担任と共有す
る。
・月に数回、他事業、専門職を含んだ学習会を設けたり、他
機関から学ぶ機会を設ける。
・連絡帳や支援計画の共有をし、情報のやりとりの中で支援
の一貫性を保つ。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・建物の改築やリフォームそれぞれの環境が設定できるよう
な部屋数が必要。放課後等デイサービスひかりのようにス
ヌーズレンの部屋や感覚遊具の部屋があり、療育生活する場
と分けてあるとよい。
・物を整理できる場所（十分な広さの場所）があるといい。

2

・受入れの際に、医療的ケア内容について保護者や医師から
の聞き取りをしっかりと行い、連携を図る。
・医療的ケア児についての研修や学習の充実化を図る。
・適宜、看護師補充を行っていく。

3

・業務の効率化や削減を図る事で、業務改善を行い、時間や
人員確保に努めていく。

○事業所名 富山市恵光学園

○保護者評価実施期間 令和7年11月14日

○保護者評価有効回答数

令和7年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年1月30日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

【リソースの制限】
子どもの人数に対しての職員数は十分満たしているが、当番や
係等で業務時間が足りていない。

・研修や学習会の機会、療育準備等の時間を持ちたいが、当番
や係、休憩時間の確保等で時間を持つことが難しい。
・国基準の子どもに対する職員の人数は十分に満たしているた
め、現在の職員数を増やすことは難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

【施設環境】
開園当初から比べると、様々な事業ができたことで空き教室や
訓練室、教具等をしまうスペースが足りていない。そのため、
訓練室やスヌーズレン、相談室がないため、毎度部屋の設定が
必要になり時間を要する。

・富山市の建物となるため、改築やリフォームが難しい。
・一クラスあたりの子どもの人数を分散し、利用人数を増やし
たいが空き教室がないため難しい。
・定期的に害虫駆除の業者が入るが、木造のため隙間から害虫
が入ってくる。また、安全面のため日中は換気がしにくいた
め、ほこりが溜まりやすい。

【医療的ケア児や園児の受け入れ】
医療的ケア児の受け入れ人数には、医ケアの内容により看護師
数と受け入れ人数に限りがある。また、看護師が急遽出勤でき
なくなった場合、医ケア児の受入れが難しい。

・医療的ケア児を受け入れる際に、スコア表の提出が必要であ
り、点数によって必要な看護師数が定められている。そのた
め、看護師数の確保や多く雇用することは難しい。また、医師
が常勤ではないため、急な医療的ケア内容の変更ができない事
や医師の指示がないことで、看護師への責任も重大である事
で、雇用に結びつかない面もあり、かかりつけ医との連携が重
要である。

【単独通園を行っている】
園生活の中で食事や排せつ、衣服の着脱など生活習慣の自立に
向けて日常生活動作の支援を行っている。毎日通園であるた
め、こども一人ひとりに合った経験を積み重ねることができ
る。また、医療的ケア児も含め、様々な障害児が共に集団で活
動している。

・月１で専門職の訓練や子どもの発達に合わせてグループをわ
けて、集団活動を行っている。
・子どもの伸ばしたいところ等、保護者のニーズも聞きながら
一方的にならないように取り組んでいる。

【家族支援】
保護者への支援を重視し、早期に発達課題を発見し、適切な支
援を行うことで、将来の成⾧に繋げられるように家族支援を
行っている。

・月に１回は保護者会を行い、保護者同士の交流の場や我が子
の将来をイメージできる研修会やグループホーム等の事業所見
学を開催している。
・個別指導を月１回行い、チェックリストをもとにお子さんへ
の課題目標を決めて保護者とともに取り組んでいる。
・日々、連絡帳を通して保護者の思いや家庭での様子を聞き取
り、必要に応じて個別相談や電話相談を行っている。

【多職種連携】
多職種の職員がいることで、すぐに相談ができ連携が取れる。
また、様々な事業や専門職がいるため、学びや知識の幅が広が
る。

・OT、ST、PTが月１～２回各クラスに入っている。
・普段の療育でのアイディア、支援方法をクラス職員で話すだ
けでなく、様々な専門職に意見を聞き、療育に取り入れてい
る。
・子どもの支援方法を考える時、多職種で連携をとるようにし
ている。

事業所における自己評価総括表公表


